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Ⅰ．はじめに

文部科学省の中央教育審議会資料において，日本の若者の自己肯定感が諸外国と比較すると

低いことが報告されている1）。この資料では，2013（平成25）年度我が国と諸外国の若者の意

識に関する調査（内閣府）2）を元にして，自分についてのイメージについての質問のうち，「自

分自身に満足している」（以下質問1）と「自分は役に立たないと強く感じる」（以下質問2）

の2つの質問の回答から，自己肯定感を評価している。その結果，それぞれの質問に，「そう

思う」及び「どちらかといえばそう思う」と回答した者の割合は，質問1では45.8％，質問2

では47.1％であったと報告されている2）。これら2つの質問に対する回答を諸外国と比較した

結果から，日本の子どもたちの自分自身への満足度は低いが，自分自身の有用感は必ずしも低

い状況ではないとしている1）。

同じ質問を用いた調査は2018（平成30）年度にも実施され，2019（令和元）年6月に報告さ

れている3）。2018（平成30）年度調査では，質問1に45.1％，質問2に51.8％が「そう思う」及

び「どちらかといえばそう思う」と回答しており，前述の2013（平成25）年度調査と比較する

と，自分自身への満足度は0.7％分下回っているがほぼ同様であり，自分自身の有用感を感じ

られない者の割合は前回調査を上回った。この結果を諸外国と比較すると，質問1では比較し

た諸外国全てが7割を超えており，日本の若者の自分自身への満足度は低いといえる。しかし，

質問2では同程度の割合の国も多く，自分自身の有用感は必ずしも低い状況ではないという，

前回調査と同様の結果であった。

内閣府の調査で用いられている「自分自身に満足している」もしくは「自分には長所がある

と感じている」という感覚など，自己肯定感を測定するためには複数の尺度が存在する。日本

セルフエスティーム普及協会では，自己肯定感を自己価値に関する感覚であり，自分が自分に

ついてどう考え，どう感じているかによって決める感覚であると定義している4）。

大学生の自己肯定感に関する研究では，男女ともに学校生活の人気が，最も自己肯定感を高
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めることに影響することが明らかとなっている5）。この研究では，自己肯定感を平石6）によっ

て作成された「自己肯定意識尺度」を用いている。その結果，男子では父との間で相互理解を

図ることが充実感を覚えることにつながり，自己肯定感を高めることに影響を与えていたこと

を報告している5）。一方で，女子では，父からの愛情を受け，父や母に対して否定的な感情が

ないことで，自分に自信を持つことにつながり，その結果自己肯定感を高めることに影響を与

えていたことを報告している5）。

また，大学生の自己肯定感と生活習慣との関連についての研究7）では，樋口ら8）による自己

肯定感尺度の20項目を用いている。この研究では，好ましい生活習慣を守っている者ほど，自

己肯定感が高い傾向であったとされている7）。例えば，「いただきます」「ごちそうさま」を言

うことなどが自己肯定感の高さと関連していることが報告されている。これらの行動は，いわ

ば，規範的な意識の高さと考えることができる。

一方で，少年の自傷行為に関する研究では，自傷行為の機能（自傷行為の際に感じていたこ

となど）に関する探索的因子分析の結果から，感情調整，顕示，自他の境界／解離への抵抗，

承認希求，自罰の5因子が抽出されたことが報告されている8）。自傷行為には，一般的にリス

トカットなどの問題行動があげられるが，耳たぶなどに穴をあけること，いわゆるピアッシン

グ行為も一種の自傷行為として捉えられている面がある。金は9），自傷行為とピアッシング行

為との関連についての調査研究を行い，ピアッシング行為をどの程度自傷だと感じるかについ

て，過剰なピアッシング行為を行っている者と平均的なピアッシング行為を行っている者とで

有意な差は認められなかったことを報告している。しかし，自傷行為への共感性において，過

剰なピアッシング行為をしている者は自傷行為への共感性が高い結果であったことを報告して

おり，過剰なピアッシング行為は自傷的意味を持つ可能性があることを示唆している。

ピアッシング行為に関しては，大久保ら10）も，青年期の身体装飾の点から調査を行っており，

ピアッシングを行った動機として，ストレスからの回避，手軽な自己変容，ファッション性の

追求の3つの因子が抽出されたことを報告している。また，この研究において，ストレスから

の回避性の高い者ほど，自分で安全ピンを使ってピアス穴をあけていることも報告している。

ピアッシング行為は自傷行為としての側面を持ちながら，一方ではファッション性の追求とし

て，特に若者の間ではおしゃれとしての身体装飾や自己表現としての一手段など，肯定的に捉

えられている可能性が高い。

そこで，本研究では，若者におけるピアッシング行為の実態と，ピアッシング行為経験の有

無と自己肯定感との関連を明らかにするために，自己肯定感とピアッシングに関する調査研究

を行った。

Ⅱ．方法

調査は，インターネット調査会社の登録者を対象として，インターネット調査を実施した。

調査時期は，2018年1月で，18～25歳の男女各50名の合計100名から回答を得た。対象者の平
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均年齢は22.9（±1.9，標準偏差）歳であった。対象者の居住地は，北海道・東北地区から，

九州・沖縄地区まで日本全国に分布していた（表1）。

調査項目は，基本属性，自己肯定感，ピアッシング行為に関する質問から構成されている。

基本属性に関する質問としては，性，年齢，職業，喫煙習慣及び飲酒習慣であった。職業は，

学生を含めて，会社員・公務員，派遣・契約社員，専門家（医師・弁護士・会計士など），自

営業，自由業及びその他など，全部で12種類の選択肢があり，本研究では，学生とそれ以外の

2群に分けて集計した。喫煙習慣については，だいたい毎日喫煙とときどき喫煙を喫煙してい

る者とし，この他に以前喫煙していた者と以前から喫煙していない者の3群に分けて集計した。

飲酒習慣については，毎日飲酒から週3～4回の飲酒までの者を高頻度の飲酒習慣者とし，週

に1～2回の飲酒及び月に2～3回の飲酒の者を中頻度の飲酒習慣者，月に1回以下の飲酒の

者を低頻度の飲酒習慣者，全く飲まない者を飲酒習慣なしの者として，4群に分けて集計した。

自己肯定感は，平石6）による自己肯定意識尺度を用いて測定した。自己肯定意識尺度は，対

自己領域と対他者領域に大きく二分され，それぞれが3つの下位成分から成立している。対自

己領域の下位成分は，自己受容，自己実現的態度，充実感であり，自己受容の質問として4項

目，自己実現的態度の質問として7項目，充実感の質問として8項目，計19項目である。対他

者領域の下位成分は，自己閉鎖性・人間不信，自己表明・対人的積極性，被評価意識・対人緊

張であり，自己閉鎖性・人間不信の質問として8項目，自己表明・対人的積極性の質問として

7項目，被評価意識・対人緊張の質問として7項目，計22項目で，全ての質問項目数は41項目

である。

自己肯定意識尺度への回答は，「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」「どちらとも

いえない」「どちらかといえばあてはまる」「あてはまらない」の5件法である。得点は，それ

ぞれ順に5点から1点が配点される。ただし，41項目中4項目は，逆転項目として，配点が逆

になる。よって，すべての質問項目の合計最低点は41点，合計最高点は205点となり，得点が

高いほど自己肯定意識が高いことを示す。得点の集計は，対自己領域の下位成分3成分と，対
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他者領域の下位成分3成分の，合計6成分と合計点を集計した。

ピアッシング行為に関する質問項目は，1．ピアス穴をあけているか，2．ピアス穴の数，

3．ピアス穴の部位（複数回答），4．ピアス穴をあけた方法（複数回答），5．ピアス穴をあ

けた理由（複数回答），6．ピアス穴をあけていない者へピアッシングしていない理由（複数

回答）7．他人のピアッシング部位の許容範囲（複数回答）の7質問項目である。

質問項目1のピアス穴をあけているかの質問には，「はい」「いいえ」「以前あけていた」の

3件法で回答を求めた。このうち，「はい」と「以前あけていた」と回答した者に対して，質

問項目2から5及び7への回答を求め，「いいえ」と回答した者には質問項目6と7への回答

を求めた。

質問項目2のピアス穴の数については，1つから7つ以上の選択肢を設定し，集計は1～2

つ，3～4つ，5つ以上の3群に分けて集計した。

質問項目3のピアス穴の部位（複数回答）については，「耳たぶ」「耳の軟骨」「鼻」「眉」

「唇」「舌」「へそ」「その他」の選択肢を設定した。

質問項目4のピアス穴をあけた方法（複数回答）については，「自分で安全ピンで」「自分で

ピアッサーで」「他人に安全ピンで」「他人にピアッサーで」「ピアススタジオ（ピアス店）で」

「病院で」「その他」の選択肢を設定した。

質問項目5のピアス穴をあけた理由（複数回答）については，「好奇心で」「おしゃれ感覚で」

「嫌なことがあったから」「自分を変えたかったから」「友人に誘われたから」「周囲があけてい

たから」「反抗心で」「イヤリングよりピアスの方が種類が多かったから」「衝動的に」「その他」

の選択肢を設定した。

質問項目6のピアス穴をあけていない理由（複数回答）については，「魅力を感じないから」

「痛そうだから」「恐怖心があるから」「不快に感じるから」「周囲が反対したから」「禁止され

ていたから（学校，アルバイト先等）」「金属アレルギーだから」「手入れが面倒くさそうだか

ら」「イヤリングで代用できるから」「その他」の選択肢を設定した。

質問項目7の他人のピアッシングで受け入れられない（不快に感じる）部位はどこか（複数

回答）については，「耳たぶ」「耳の軟骨」「鼻」「眉」「唇」「舌」「へそ」「その他」「全て受け

入れられる（不快に思う部位はない）」の選択肢を設定した。

結果の解析は，男女及び，ピアッシング行為経験の有無別による群ごとの比較検討を行った。

統計学的検討には，平均値の差の検討にはt検定を，比率の差の検定にはχ2検定もしくは

Fisherの直接確率検定を用いた。

Ⅲ．結果

表2には，対象者の基本属性と男女比較の結果を示した（表2）。
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年齢及び学生の割合において，有意な男女差は認められなかった。喫煙習慣及び飲酒習慣で

は，男女差が認められ，男性に比較して女性において，喫煙習慣なしおよび飲酒習慣なしと回

答する者の割合が有意に高かった。

表3には，ピアス用穴の有無及び不快と感じる部位に関する男女比較の結果を示した（表3）。

ピアス穴の有無では，男女差が認められ，男性に比較して女性において，あけていると回答

した者の割合が有意に高かった。ピアス穴をあけている部位についての不快感については，全

221

表2 対象者の基本属性と男女比較の結果
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体で舌と回答した者の割合が最も高く，次に鼻，唇であったが，有意な男女差は認められなかっ

た。

表4には，ピアス用穴をあけている者と以前にあけていた者（ピアッシング行為経験者）に

対して，穴の数，穴の部位，穴をあけた方法，穴をあけた理由について回答させた結果を示し

た（表4）。
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全体としての人数が少ないため，男女間での統計学的検討は行っていない。全体では，穴の

数は1～2つと回答した者が最も多かった。穴の部位では，耳たぶが最も多かった。穴をあけ

た方法では，他人にピアッサーを使ってもらってあけた者が最も多かった。穴をあけた理由で

は，おしゃれ感覚でと回答した者が最も多く，次に好奇心で，であった。

表5には，ピアス用穴をあけていない者（ピアッシング行為未経験者）に対して，穴をあけ

ていない理由について回答させた結果を示した（表5）。

ピアス穴をあけていない理由では，全体では痛そうだからが最も多く，男性では魅力を感じ

ないからで，女性では痛そうだからが最も多い結果であった。

表6には，自己肯定意識尺度の6つの下位成分の平均値と男女比較の結果を示した（表6）。

下位成分において有意な男女の差は認められなかった。
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表5 ピアッシング行為未経験者におけるあけていない理由

表6 自己肯定意識尺度の得点の男女比較



表7には，自己肯定意識尺度の6つの下位成分の平均値とピアッシング行為経験者と未経験

者との比較の結果を示した（表7）。ピアッシング行為経験の有無により，自己肯定意識尺度

の得点には有意な差は認められなかった。

Ⅳ．考察

本研究において，ピアッシング行為の経験者は全体の24.0％であった。金9）の調査では，ピ

アッシング行為の経験者は，285名中の166名，58.2％であったことが報告されている。また，

大久保ら10）の調査では，719名中203名，28.2％であったことが報告されている。岡林ら11）は，

女子大学生を対象に，他者の身体装飾への意識についてタトゥーとピアスを中心に調査研究を

行っている。その結果において，耳たぶのピアスの採用経験者は，59.0％であったことを報告

している。本研究対象者の結果は，金9）及び岡林ら11）の結果とは大きく異なり，大久保ら10）の

研究結果とほぼ同程度であることが明らかとなった。ピアッシング行為の経験者の割合に大き

な差が生じている要因には，それぞれの調査対象者の男女の割合が考えられた。岡林ら11）は，

女子大学生を対象として調査を行っており，金9）の研究は，男女含まれているが対象者のほと

んどが短期大学学生で，男性は285名中28名，9.8％であった。本研究結果においても，男性の

90.0％はあけていないと回答しており，ピアッシング行為の経験の有無には性差があることが

明らかとなった。

ピアッシング行為の経験の有無には性差が認められたが，ピアッシングの部位では男女とも

に耳たぶと回答した者が最も多い結果であり，ピアッシング部位での性差は認められなかった。

大久保ら10）の調査においても，ピアッシングの部位では，耳たぶが98.6％と最も多く，次いで

耳の軟骨が15.9％，鼻が2.9％であった。本研究では，ピアッシング行為経験者が全体で24名，

24％と人数が少なく，他研究結果との単純な比較は難しいが，耳たぶ，耳の軟骨と回答した者

の割合が高く，ピアッシング行為に耳の周りを選択する者が多いことは，他研究結果と同様で

あった。また，他者のピアッシングに対する許容可能部位についての結果では，不快であると
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表7 ピアッシング行為経験者と未経験者との自己肯定意識尺度の比較



感じる者の割合が低い部位は，耳の軟骨，へそ，耳たぶの順であった。逆に不快であると感じ

る者の割合が高い部位は，舌，鼻，唇の順であった。大久保ら10）の調査では，許容できる部位

として，耳たぶ，耳の軟骨，鼻の順に許容の割合が高かったことが報告されている。これらか

ら，ピアッシング行為としては耳周りを選択することが多く，耳周りへのピアッシング行為は

他の部位に比べて受け入れられやすいことが考えられた。

大久保ら10）の研究では，耳周りの他に，へその部位も許容の割合が高かった。本研究結果に

おいても，へそは，不快であると感じる者の割合が低く，へそへのピアッシング行為は他の部

位に比べて受け入れられやすいことが考えられた。へそへのピアッシング行為ついては，服装

によって隠れてしまうことも多く，常に視界に入る顔周辺とは受け入れの感情が異なる可能性

が考えられた。

しかし，舌，唇，鼻といった顔の中心や口の周りへのピアッシング行為については，大久保

ら10）の調査においても許容できる者の割合が低く，本研究結果もピアッシング行為の有無とは

関係なく，許容できる者の割合が低かった。本研究では，ピアッシング行為を経験していない

者へピアス穴をあけていない理由を尋ねたところ，痛そうだからが全体として最も多かった。

金9）の研究においても，ピアッシング行為をしていない理由として，最も多いのが「痛そう」

で，その次に「興味がない」「怖い」であった。この研究9）では，自由記述の内容も報告して

おり，「親からもらった身体を傷つけたくない」「勢いがない」「悪いイメージがあるから」「周

りの反応が気になるから」などの理由があった。これらから，ピアッシング行為の経験の有無

は，痛みへの恐怖と，周りからどのように見られるかという意識とに関連すると考えられ，ピ

アッシング行為への否定的なイメージの強さがピアッシング行為の抑制につながっている可能

性が示唆された。

大久保ら12）は，ピアッシング行為の個人内での意味づけについてインタビュー調査による質

的検討を行っている。研究では，自身の耳たぶへのピアッシング行為を一般的なピアッシング

行為として捉えている者と，自身の口へのピアッシング行為を一般的には受け入れがたいこと

であると捉えている者とにインタビュー調査を行っている。その結果，両者ともピアッシング

行為はファッションの一部として捉えているが，社会的には否定的なイメージを持たれること

があることを理解していることが報告されている。本研究においても，ピアッシング行為を経

験した理由では，男女ともにおしゃれ感覚及び好奇心が多い結果であった。松岡13）は，高校生

を対象にヘアカラーやピアスの意識構造についての調査研究を実施している。その結果，ピア

スに対するイメージについての因子分析では，第1因子として「気分を変えることができる」

「イメージチェンジできる」「オシャレである」などの「変身性因子」を，第2因子として「他

者と差をつけることができる」「自信をもつことができる」などの「顕示性因子」の2因子が

抽出されたことを報告している。これらから，若者は，ピアッシング行為に対する社会での否

定的なイメージを理解しながら，ピアッシング行為でおしゃれを楽しみ，自分自身の自信を高

めることにつなげている可能性があることが考えられた。

本研究結果では，自己肯定感の6つの下位成分のうち，自己実現的態度で男性に比較して女
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性の得点が高く，有意な傾向が認められたが，他の成分では有意な男女差は認められなかった。

また，ピアッシング行為の経験の有無による自己肯定意識尺度の平均値の比較において，6つ

の下位成分全てで有意な差は認められなかった。日本セルフエスティーム普及協会では，自己

肯定感を自己価値に関する感覚であり，自分が自分についてどう考え，どう感じているかによっ

て決まる感覚であるとしている2）。さらに続けて，「自分の存在そのものを認める」感覚であ

り，「ありのままの自分をかけがえのない存在として肯定的，好意的に受け止めることができ

る感覚」のことで，「自分が自分をどう思うか」という自己認識が自己肯定感を決定づけてい

ると記述されている2）。自己肯定感に関し，高垣14）は，その著書において，子どもたちが現在

の社会の中で自分が自分であることに否定的なメッセージを受け続けており，そのために「自

分が自分であって大丈夫」という自己肯定感をもてないでいると記述している。また，自己肯

定感のない人は，自分が「何をしたいかよりも，他人からどう評価されるか」ということがと

ても気になって，自分の考えや気持ちに従って，自分の行動や人生を選ぶことが困難になる，

とも述べている。さらに，「自己愛」についても述べており，「自己愛」は自分を価値ある存在

と思いたがる心であるとも述べている。そのような「自己愛」は自己肯定感ではなく，むしろ

自分が自分であって大丈夫という自己肯定感がないための空虚さを補うために賞賛を求めてい

る心であると述べている14）。これらより，若者において，ピアッシング行為は他者から見られ

る自分自身を意識したおしゃれの一部であり，自分に自信をもつための手段であることが考え

られ，自傷行為としてのピアッシング行為とは言い切れないことが考えられた。しかし，若者

におけるピアッシング行為は，自分への自信につながっている可能性があるものの，自分をよ

りよく魅せたいという他者から見られる自分を意識した行為という側面が大きく，必ずしも自

己肯定感を高めることにつながっていない可能性が考えられた。

本研究は，全国的な傾向を把握するためにインターネット調査を採用していることに加え，

対象者も100名と限定されている点において研究の限界がある。また，調査対象者のうちピアッ

シング行為を経験している者が少ない点でも限界があると考える。さらに，横断研究である点

において，自己肯定感とピアッシング行為との関連についても，結果と要因の分析には至って

いない点でも限界があるといえる。今後は，ピアッシングという身体装飾の一つの行為がどの

ような意識の変化を経て自己肯定感へ影響を与えていくのか，縦断的な研究によって明らかに

していく必要があると考えられた。

Ⅴ．要約

若者における一種の自傷行為として捉えられているピアッシング行為の実態と，ピアッシン

グ行為の経験の有無と自己肯定感との関連を明らかにするために，自己肯定感とピアッシング

に関する調査研究を行った。その結果，ピアッシング行為の経験者は全体の24.0％であった。

ピアッシングの部位では耳たぶにあけている者が最も多く，あけた方法では他人にピアッサー

を使用してもらう方法が最も多かった。他人のピアッシング行為に対しては，耳周り及びへそ
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が肯定的な受け止めであったのに対して，唇，舌及び鼻など顔の中心に近い部位は否定的な受

け止めをする者が多かった。ピアッシングの理由では，おしゃれ感覚でと回答した者が最も多

く，自己肯定感とピアッシング行為とには関連が認められなかった。これらから，ピアッシン

グ行為は自傷行為としてよりも，他者から見られる自分を意識した側面が大きいことが予測さ

れた。また，他者から見られる自分への意識は，自分が自分をどう思うかという自己肯定感を

高めることにつながっていないことも予測された。今後は，ピアッシングという身体装飾の一

つの行為がどのような意識の変化を経て自己肯定感へ影響を与えていくのか，縦断的な研究に

よって明らかにしていく必要があると考えられた。
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Relationshipbetweenself-affirmation

andpiercingduringadolescence

Abstract

Thepurposeofthisstudywasexaminedtoclarifytherelationshipbetweenself-

affirmationandpiercingduringadolescence. Thesubjectsweremaleandfemaleof100

people,andtheywereaskedtothisresearchthroughaninternetresearchcompanyin

2018.Thesurveycomposedpersonaldata,lifestyle,piercingandself-affirmation.The

questionsaboutpiercingwerenumbersofpiercinghole,bodypartsofpiercing,howto

drillofhole,reasonsforpiercing,reasonfornotpiercinganduncomfortablebodyparts

forpiercing.

Theresultsshowedthat24.0%oftheparticipantshadexperiencedthepiercing.The

mostcommonpiercingsitewastheearlobe,andthemostcommonmethodofpiercingwas

havingsomeoneelseuseapiercer. Thepiercingsofaroundtheearandnavelwerethe

highfrequentlypositivethoughts,whilethelips,tongue,nose,andotherareasnearthe

centerofthefacewerenegativethoughtsforpiercing. Themostcommonreasonfor

piercingwasfashion,andtherewasnorelationshipbetweenself-affirmationandthe

piercinguse.

From theseresults,itwaspredictedthatthepiercingwasmoreself-consciousness

aboutthemselvesfromothersthanasaself-mutilation. Itwasalsopredictedthatthe

self-consciousnessofoneselfasseenfrom othersdidnotleadtoincreasingtheself-

affirmationofhowonefeelsaboutoneself.

Inthefuture,itwasconsiderednecessarytoclarifyhowchangesinconsciousness

causedbysuchasapiercinginfluenceself-affirmationthroughlongitudinalstudies.

Keywords:self-affirmation,piercing,adolescence


